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五
十
周
年
能
食
え
合
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平
成
三
十
－
阜
二
月
十
七
日
（
日
）

午
前
十
時
始

と
こ
ろ
　
高
岡
葦
の
家
　
能
舞
台

ご
　
換
　
拶

向
春
の
使
　
皆
々
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

宝
旦
流
教
及
嘱
能
金
高
呵
史
郎
が
昭
和
四
十
五
年
に
浴
足
し
、
今
年
で
五
十
周
年
を
洩
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
発
足
以
来
　
ひ
と
え
に
宝
生
温
教
授
鶉
鹿
各
本
部
・
堵
鬼
生
身
の
ご
摘
草
・
ご
互
換
並

び
に
高
岡
え
朝
食
月
舘
氏
の
ご
鱒
解
・
ご
協
力
の
燭
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
五
十
周
年
乾
念
大
金
と
し
て
、
安
生
施
職
分
金
森
良
丸
棒
並
び
に
山
崎
健
種
を
超
碑

し
、
嵩
嶺
「
禽
」
と
舜
悌
子
「
高
砂
」
　
に
出
演
を
頂
き
、
大
下
泰
千
・
国
土
妥
超
を
祈
り
、

五
十
周
年
乾
念
を
祝
う
こ
と
に
な
っ
て
お
h
上
よ
す
の
で
ご
高
見
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

よ
た
　
こ
の
五
十
年
、
飽
集
合
体
が
愛
好
者
の
減
少
と
い
う
変
化
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
『
合

東
の
扱
能
の
向
上
と
親
睦
を
図
り
、
鈷
束
し
て
安
生
液
の
肱
大
発
展
に
寄
与
す
る
』
と
い
う
本
金

の
目
的
に
向
け
、
今
後
益
々
開
催
各
位
の
ご
厚
鹿
ご
埼
導
並
び
に
各
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
よ
し
て
ご
換
拶
と
致
し
ょ
す
。
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下
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え

ッ
レ
黒
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之
　
ヮ
キ
堀
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定
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五
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ワ
キ
「
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～
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り
逢
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テ
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和
義
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十
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岡
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骨

シ
テ
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「
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～
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呵本

美一
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瀬上

賀可

鵜

島博

高浦才
円局中
鈍浦幸
治秀廣

手嶋山伊
應増勢

仲泉
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訝
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闊
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テ
山
崎
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千
鶴
寺
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茂

舞

　

蠣

　

子

高
　
　
砂

柵
鴇
、
換
シ
テ
～

（
＊
蠍
工
員
）
炸
り
逢

金
㌻
泉
∵
良
∵
克

大
倉
終
了
後
、
三
時
半
項
か
ら

見
所
に
お
い
て
第
五
十
甲
早
期
総
合
を
行
い
ま
す
。

平
成
三
十
－
キ
二
月

圭

⊥

T

I

総
合
終
了
後
、
五
時
ヰ
項
か
ら
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
に
於
い
て

五
十
周
年
亀
倉
観
官
合
を
行
い
ま
す
。

主
催
宝
生
流
教
凍
鶉
鶴
合

高
　
岡
　
史
　
郎

後
腹
高
岡
市
教
育
委
東
食

北

日

本

新

開

社


